
国語科教科論(後期) 

国語部  

 

１  教科等の本質  

 まず、小学校では、 1 9 0 0 年に「国語科」となって「小学校令施行規則」に「国語ハ普

通ノ言語、日常須知ノ文字及文章ヲ知ラシメ正確ニ思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ兼テ知徳

ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス」と国語科の目標が明示された。 1 9 4 7 年に教育基本法、学校

教育法で義務教育が９年と規定され、中学校の学習指導要領も規定された。その試案に

は、国語科の目標を「表現意欲を盛んにし、かっぱつな言語活動をすることによって、

社会生活を円滑にしようとする要求と能力とを発達させること。」とある。 1 9 5 1 年の試

案では、「ことばを効果的に使用するための習慣と態度を養い，技能と能力をみがき，

知識を深め，理解と鑑賞の力とを増し，国語に対する理想を高めること」とあり、 1 9 5 8

年には、「生活に必要な国語の能力を高め，思考力を伸ばし，心情を豊かにして，言語

生活の向上を図る。」となった。これらの変遷から読み取れるように、国語科は一貫し

て「言葉に対する認識を深め、社会生活に必要な言語能力を育てること」を目的として

きた。そして、平成 2 9 年告示の学習指導要領の中では、教科の目標を「言葉による見

方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能

力を次のとおり育成することを目指す」とし、資質・能力を三つに整理された。  

ここでの「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」とは、「国語で表現され

た内容や事柄を正確に理解する資質・能力、国語を使って内容や事柄を適切に表現する

資質・能力であるが、そのために必要となる国語の使い方を正確に理解する資質・能

力，国語を適切に使う資質・能力を含んだものである。」とされている。つまり、「正

確な理解」とは、単に文章に書かれている内容を理解することだけでなく、どのような

言葉を使えば、どのように伝わるかということを理解することである。それを理解し、

表現することで生徒は自分が使う言葉への自覚を高め、よりよく言葉を使おうとしてい

くだろう。  

これらのことから、国語科の本質は「よりよく言葉を使うこと」にあると捉えること

ができる。「聞くこと」「読むこと」を通して理解した言葉の使い方を基に、「話すこ

と」「書くこと」で相手に伝えようとすることで、適切に表現する資質・能力を育むの

である。つまり、この本質にたどり着くためには、単に知識や技能を習得する段階を越

えて、深く考え、創造的に国語を用いる力が求められる。石井 ( 2 0 1 5 )は、学力や学習活

動の階層を、資質・能力の育成と関連付けて整理した。  
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 「使える」レベルにたどり着くためには、「使える」レベルの活動を目標に据え、目

標を達成するために学習を進めることが必要である。つまり、表現するというゴールを

見据え、表現方法に着目しながら文章を読み進めることで言葉の使い方を正確に理解

し、適切な表現を「使える」ようになる。  

 文学的文章の学習においては、教材文の描写や構成の工夫に着目することで、登場人

物の心情の変化や主題等が読み取れる。それらを基に自身の捉えた教材の魅力を伝える

文章を書くことで、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力が育まれると考え

る。  

魅力を「よりよく」伝えるには、本文の描写や構成意図を根拠とした教材に対する正

確な理解が必要である。正確な理解を基に、どの根拠を用いて説明すれば、自分の捉え

た魅力が相手に納得してもらえるか、適切な表現を模索していく。魅力の捉え方は根拠

や考え方によって異なるため、適切な表現の仕方も一様ではないと考えられる。  

以上を踏まえると、文学的文章の学習においては、作者の描写や構成の工夫から登場

人物の心情の変化や主題等を読み取り、それを基に自らが捉えた魅力を「よりよく」伝

えようとする言語活動が重要となる。このような学習の中で、生徒は「この教材におけ

る魅力は何か」という課題に向き合い、「どうすれば自分の捉えた魅力をよりわかりや

すく相手に伝えることができるか」という問いを自ら立て、「自身の考えを伝えるこ

と」に向かってエージェンシーを働かせながら学習を進めていくだろう。  

説明的文章の学習においては、筆者の論理に着目することで、相手によりわかりやす

く自分の考えを伝えるための表現方法をつかむことができる。そこでの気付きを基に自

らの考えをよりよく伝えようとする言語活動に取り組むことで、国語で正確に理解し適

切に表現する資質・能力が育まれると考える。  

まずは、文章に対して自分の考えをもち、その考えと元となった文章の概要を第三者

に伝えていくことで、本文を真に理解することができるだろう。そこでは、自分の考え

を相手に言語化して伝えたときに、誤差が生じ、その差を埋めていくことが、言葉によ

る見方・考え方を働かせている状態であると考えた。  

以上を踏まえると、説明的文章の学習においては、生徒が教材文を通して筆者の主張

や表現上の工夫を読み取り、それを基に自らの考えをよりよく伝えようとする言語活動

が重要となる。このような学習の中で、生徒は「よりよく伝えるにはどうすればよい

か」という課題に向き合い、「どうすれば自分の考えをより相手に伝えることができる

か」という問いを自ら立て、「自身の考えを伝えること」に向かってエージェンシーを

働かせながら学習を進めていくだろう。  

 

２  国語科での四つの学習活動  

 文学的文章の学習では、四つの学習活動を以下のように整理した。  

ためし  
○文章を読んだ上での、自分の感想や解釈を伝え合う時間  

・文章に対する自分の感想、解釈を伝える  

みがき  

○自分の考えを伝えるための表現や文章を推敲したり、改善したりする時間  

 ・「ためし」の活動で課題と感じたことを整理し、課題に挑戦する時間  

・書いたり話したりして表現を磨く時間  

さぐり  

○表現内容・形式に着目することで、文章の深層を探り、思考を深める時間  

・課題を解決するための問いについて考える時間  

・「表現内容や表現形式から、登場人物の心情や作者の表現意図など」につ

いて考える時間  



つなぎ  

○学習方法を検討したり、叙述に対する疑問を解決したりする時間  

 ・「さぐり」で気づいたこと、考えたことを共有し、新たな気づきを生み出

す時間  

 「この教材における魅力は何か」という本質的な課題を、中心人物の変容を軸にして

捉え、四つの学習活動を選択していく。はじめに、初発の感想を書いたり、疑問に思っ

たことや話し合ってみたいことを共有したりする活動を行う。文章を読み、自分なりの

考えを形成する時間を「さぐり」の活動として設定する。どのような疑問を解決してい

けば文章を読み深めることができるか「つなぎ」として設ける。これらの活動を繰り返

し行うことで、自分なりの解釈をもつことができるようになる。それを基に、自分の解

釈を相手に分かりやすく伝えるための文章を考えたり、話し合ったりする時間を「みが

き」の活動として設定する。「みがき」の活動で新たに得た視点や考え方を基に、自分

の考えが相手に伝わるかを「ためし」の活動で確かめる。  

説明的文章の学習では、四つの学習活動を以下のように整理した。  

ためし  
○話題に対する自分の考えを相手に伝える時間  

・自分で書いた文章を基に考え伝え合う  

みがき  
○自分の考えを伝える文章を推敲する時間  

・教材文から捉えた、わかりやすく述べるための工夫を用いて書く  

さぐり  

○どうすればよりわかりやすく述べることができるか考える時間  

・課題を解決するための問いについて考える  

・筆者の書き方の工夫について考える  

つなぎ  

○学習方法を検討したり、よりわかりやすい書き方について話し合ったりす  

る時間  

 ・「さぐり」で気付いたこと、知ったことを共有する  

 「どうすれば自分の考えをより伝えることができるか」という本質的な課題を、筆者

の書き方の工夫を中心にして捉え、四つの学習活動を設定していく。はじめに、教材文

から筆者の書き方の工夫を読み取ったり、自分の書いた文章と教材文を比較したりする

活動を通して、どうすればわかりやすく述べることができるか「さぐり」の活動で考え

をもつ。この活動を通して形成された考えを他者と共有する時間を「つなぎ」として設

ける。これらの活動を繰り返し行うことで、文章の書き方について自分なりの考えをも

つことができるようになる。それを基に文章を書く時間を「みがき」の活動として設定

する。「みがき」の活動で完成させた文章がどこまで相手に伝わるかを「ためし」の活

動で確かめる。  

 このような学習活動を、生徒自身がこれまでの学習経験を基に選択・構成しながら繰

り返し行っていくことにより、「どのように学ぶことで、どのような力が身に付くの

か」という学びの意味を内省的に捉える力が育成されていくと考えられる。  
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